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本市は、2018（平成 30）年２月２日に、「セーフコミュニティ」国際認証を取得、2023（令和５）年２月４日に

再取得し、国際基準に基づく推進体制で、「データ」を基に、けがや事故をなくすための活動を市民の皆様と「協働」

で行っております。

本市の置かれている状況として、少子高齢化・人口減少が進んでいます。

出生数は 1985（昭和 60）年が 4,000 人を超えていたのに対して、2022（令和４）年には 2,000 人を割っています。

このことは、地域課題の複雑化、深刻化につながると予測されます。

そのような中、安全・安心に暮らすことができるまちづくりを推進するためには、ご家庭でのけがや事故、災害

への不安等を調査し、今後更にどのような取組みを行うかを検討することが必要となりますので、アンケートのご

協力をお願いいたします。（７月１日時点の状況をご回答ください。）

該当する項目の数字を○で囲んでください。 例 １ よく知っている

スマートフォン用 QRコード※ ⇒ パソコン用URL ⇒　https://www.task-asp.net/cu/eg/lar072036.task?app=202400437

ご自身のこと及びお住いの地域のことについておたずねします

問１ あなたの性別（性自認）を教えてください。（ひとつ選択）※性別の回答は任意です。

１ 男 ２ 女 ３ 回答しない

問２ 年齢(2024（令和６）年７月１日時点の満年齢)は、おいくつですか？（ひとつ選択）

問３ お住まいの地域はどこですか？（ひとつ選択）

１ ２ 富田町 ３ 大槻町 ４ 安積町 ５ 三穂田町

６ 逢瀬町 ７ 片平町 ８ 喜久田町 ９ 日和田町 10 富久山町

11 湖南町 12 熱海町 13 田村町 14 西田町 15 中田町

問４ 郡山市の出生数が、1985（昭和 60）年は 4,000 人を超えていたのに対して、2022（令和４）年に

は 2,000 人を割っています。このことについてご存知ですか？（ひとつ選択）

１ 知っている ２ 知らない

問５ 少子高齢化・人口減少について、あなたはどう受け止めていますか？（ひとつ選択）

１ 強い危機感を持っている ２ 多少危機感を持っている ３ 危機感は持っていない ４ わからない

問６ 世帯構成について教えてください。（ひとつ選択）

１ 単身世帯 ２ 夫婦のみ ３ 親と子の二世代 ４ 親、子、孫の三世代 ５ その他

問７ 就労状況について教えてください。（ひとつ選択）

１ 就労している（パート、アルバイトを含む） ２ 就労していない

セーフコミュニティ市民意識調査

令和６年度実施

５ ５０～５９歳

10 回答しない９ ７５歳以上

４ ４０～４９歳３ ３０～３９歳

８ ７０～７４歳

２ ２０～２９歳

７ ６５～６９歳

１ １８ ～１９歳

６ ６０～６４歳

２～15 以外の地域

Ⅵ　調査票



2

問８ 悩みや困り事について、相談ができる人はいますか？（ひとつ選択）

１ いる ２ いない

問９ 郡山市を他の地域と比べた場合、安全・安心なまちだと思いますか？（ひとつ選択）

１ そう思う ２ どちらともいえない ３ そう思わない

問 10 現在、不安に感じていることを選んでください。（いくつでも選択可）

１ ２

３ ４

５ ６

７ ８

９ 10

11 12

13 火山災害 14

15 土砂災害 16

17 身近な人の自殺、自殺未遂 18
する差別、偏見、誹謗中傷

19
新型コロナウイルスの影響（活動自粛等）による

けがや事故（家庭内でのけがや熱中症等）
20 認知症を要因とするけが・事故

21 その他 22 特になし

※ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）＝配偶者やパートナーなど親密な関係にある男女間における暴力のこと。

問 11 少子高齢化・人口減少がますます進む中で、今後、活動が困難、または負担が増えると思われる

活動はどれですか？（いくつでも選択可）

１ 町内会・自治会活動 ２

３ こどもの支援活動 ４

５ 自殺予防活動 ６

７ 防災活動 ８

９ 10

セーフコミュニティのことについておたずねします

問 12 あなたは、セーフコミュニティについてどの程度知っていますか？（ひとつ選択）

１ ⇒ 問 13へ

２ ⇒ 問 13 へ

３ ⇒ 問 13 へ

４ ⇒ 問 14 へ

自宅での転倒・転落

交通事故

職場でのけが・事故

孤独・孤立・人間関係の希薄による不安

暴力 (けんかを含む) 8 以外すべて

火災

外出時の転倒・転落

学校、幼稚園、保育所でのこどものけが

余暇・スポーツでのけが・事故

いじめや虐待（児童虐待、DV※、高齢者虐

待を含む）

窃盗、詐欺等の犯罪被害

地震

風水害

原子力災害

新型コロナウイルス感染者やその家族に対

交通安全活動

高齢者の支援活動

防犯活動

特になし

よく知っている （セーフコミュニティについての簡単な説明をすることができる）

知っている （説明はできないが、内容を少し知っている）

セーフコミュニティという言葉は聞いたことがある

まったく知らない

その他

環境安全活動（清掃活動を含む）



問 13 問 12 で１、２、３と答えた方にお聞きします。

あなたは、どこでセーフコミュニティについて知りましたか？（いくつでも選択可）

（回答後、問 14 へ）

１ チラシ、パンフレット、ポスター ２ テレビ・ラジオ ３

インターネット上の情報
（FacebookやXなどのSNSを含む）

５ 広報こおりやま ６

啓発グッズ
（クリアファイル、エコバッグ等）

８ のぼり旗、横断幕 ９

10 町内会・自治会の活動 11 人づてに聞いた 12

けがや事故についておたずねします

問 14 あなたの世帯で、この１年間にけが（病院等で治療しなかったけがも含む）をした方はいますか？

（ひとつ選択）

１ いる ⇒ 問 15へ ２ いない ⇒ 問 16へ

問 15 問 14 で１と答えた方にお聞きします。

けがをした状況について、（例）を参考に、下表の①～④の項目ごとに該当する数字を１つずつ選

んで記入してください。該当する方が複数いる場合は、けがの程度の最も重い１件について記入し

てください。（回答後、問16へ）

（例）70歳の祖母が自宅の階段で転倒しけがをした。治療のため、病院に通院した。

（例） 記入欄

① けがをした方の年代

11

１ ０～６歳 ２ ７～ 12 歳 ３ 13～15 歳

４ 16～19歳 ５ 20～29 歳 ６ 30～39 歳

７ 40～49歳 ８ 50～59 歳 ９ 60～64 歳

65～69歳 70～74 歳 75歳以上

② けがの原因（もっとも近いものをひとつ選択）

２

１ 交通事故（車や自転車等との接触・衝突） ２ 転倒、転落

３ 運動中のけが ４ 暴力によるけが ５ やけど

６ ドアなどによる挟まれ・加圧 ７ 鋭利なものへの接触

８ 虫や動物による刺し傷・咬み傷 ９ ものの落下によるけが

農作業中（家庭菜園を含む）のけが その他

③ けがをした場所（もっとも近いものをひとつ選択）

１

１ 階段 ２ 台所 ３ 居間・リビング

４ 庭、畑 ５ 玄関 ６ 浴室、洗面所、トイレ

７ 駐車場 ８ 寝室、こども部屋 ９ 廊下

道路・歩道 商業・飲食・娯楽施設

学校・幼稚園・保育所等 勤務先・仕事先の現場

スポーツ施設 公園 その他16

④ 病院等での治療の有無

２１ 病院等には行かなかった ２ 病院等に行った（通院のみ）

３ 病院等に行った（入院あり）

10 11 12

10

10

12

14 15

13

11

3

郡山市ウェブサイト

新聞

講習会、イベント等

その他

11

７

４



交通安全に関することについておたずねします

問 16 あなたは、2022（令和４）年４月１日から自転車利用者は自転車の保険への加入が義務付けられ

たことを知っていますか？（ひとつ選択）（※2021（令和３）年10月に、福島県において「福島県自転

車の安全で適正な利用の促進に関する条例」が施行されています。）（回答後、問17へ）

１ 知っている ２ 知らない

問 17 あなたは、自転車の保険に加入していますか？（ひとつ選択）

問 18 あなたは、道路交通法の一部改正により、2023（令和５）年４月１日から自転車利用者に対する

乗車用ヘルメット着用が努力義務となったことを知っていますか？（ひとつ選択）

１ 知っている ２ 知らない

問 19 普段自転車に乗る方（家族を含む）にお伺いします。自転車用ヘルメットを着用していますか？

（ひとつ選択）

問 20 あなた（又は家族）が自転車用ヘルメットを着用しない理由は何ですか？（いくつでも選択可）

問 21 あなたは、夜間に外出するとき、運転者から見つけられやすい対応（明るい色の服装、反射材付

きの服装・バッグ等を身に着ける）をしていますか？（ひとつ選択）

１ している ２ していない

１ 加入している ２ 加入していない ３ 分からない ４ 自転車に乗らない

１ いつも着用している ２ 時々着用している
長時間（長距離）等の場

合のみ着用している

ヘルメットを持っているが、

着用していない
５ ヘルメットを持っていない

１ 義務ではない ２ 気に入った商品がない ３ 購入金額が高い

４ 周囲が着用していない ５ 恰好悪い ６ 髪型が乱れる

７ 面倒だ ８ 短時間（近所） ９ その他
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こどもの虐待に関することについておたずねします

問 22 こどもの虐待に当たるもので、知っているものをすべて選択してください。

１ こどもを殴ったり、蹴ったり、激しく揺さぶるなど身体に対する暴力を行う

２ 必要な衣食住の世話や、病気やけがの治療を受けさせず放置する

３ 乳幼児を家に残したまま外出する

４ こどもを無視したり、暴言を浴びせて傷つける

５ こどもの目の前で配偶者やほかの家族に暴力をふるう

６ こどもにわいせつな行為を行ったり、させたりする

７ 兄弟姉妹間で比べてけなす・否定する

８ 嫌がるこどもの前で、親が裸になる、裸を見せる

問 23 こどもの虐待を見たり聞いたりした場合、あなたは相談または通報しますか？（ひとつ選択）

１ する ⇒ 問 25へ ２ しない ⇒ 問 24へ ３ わからない ⇒ 問 24へ

問 24 問 23 で２または３と答えた方にお聞きします。

あなたが相談または通報しない、もしくはできない理由は何ですか？（ひとつ選択）

（回答後、問 25 へ）

１ 間違っていたら迷惑をかけるから ２ 虐待者からの逆恨みが怖いから

３ 自分には無関係で、関わりたくないから ４
どこに相談または通報したらよいかわからな

いから

５ 特に理由はない

認知症に関することについておたずねします

問 25 あなたは、認知症の症状を知っていますか？（ひとつ選択）（回答後、問 26 へ）

１ 知っている ２ 知らない

問 26 郡山市認知症高齢者ＳＯＳ見守りネットワーク※を知っていますか？（ひとつ選択）

（※ＳＯＳ見守りネットワークとは、認知症の方が行方不明の際に、見守り協力者として登録した個人等に

お知らせし、協力者は発見時に報告するシステムです。）

１ 知っている ２ 知らない

自殺予防に関することについておたずねします

問 27 あなたは、自殺に関する相談窓口があることを知っていますか？（ひとつ選択）

１ 知っている ⇒ 問 28へ ２ 知らない ⇒ 問 29へ
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問 28 問 27 で１と答えた方にお聞きします。

自殺予防の相談窓口をどの情報から知りましたか？（いくつでも選択可）（回答後、問 29 へ）

１ チラシ、パンフレット ２ テレビ ３ 郡山市ウェブサイト

４ 福島県ウェブサイト ５ 国のウェブサイト
インターネット上の情報

（FacebookやXなどのSNSを含む）

７ 広報こおりやま ８ 新聞 ９ ラジオ

10 講習会、セミナー、学校等 11 その他

問 29 もしあなたが２週間以上の不眠やこころの不調を感じた場合、だれかに相談しますか？（ひとつ

選択）

１ する ⇒ 問 31へ ２ しない ⇒ 問 30へ ３ わからない ⇒ 問 30へ

問 30 問 29 で２または３と答えた方にお聞きします。

あなたが相談しない、もしくはできない理由は何ですか？（いくつでも選択可）

（回答後、問 31 へ）

１ 精神的な悩みを話すことに抵抗がある ２ 時間の都合がつかない

３ 相談窓口を知らない ４ 過去に相談して、嫌な思いをしたことがある

５ 根本的な問題解決にならない ６ 相談する相手の負担になる

７ その他

問 31 あなたはゲートキーパー※を知っていますか？（ひとつ選択）（※ゲートキーパーとは、悩んでいる

人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。）（回答後、問 32 へ）

１
よく知っている

（簡単な説明ができる）
２

知っている

（説明はできないが、内容を少し知っている）

３
あまり知らない

（言葉は聞いたことがあるが、内容は知らない）
４

まったく知らない

（言葉も聞いたことがない）

問 32 郡山市では、病気以外の死因で第１位が自殺であることを知っていますか？（ひとつ選択）

１ 知っている ２ 知らない

防犯に関することについておたずねします

問 33 あなたは右図の「見られていますよ！」防犯ステッカーを

見たことはありますか？（ひとつ選択）

１ ある ２ ない
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問 34 ＤＶに当たるもので、知っているものをすべて選択してください。

１ 殴ったり、蹴ったりするなど身体に対する暴力を行う

２ 人格を否定したり容姿等を悪く言ったりすることにより相手を傷つける

３ 携帯電話等をチェックする等、社会生活をする上での人間関係や行動を制限する

４ お金や高価なプレゼントを要求する等、金銭的な負担を強要する

５ 性行為の強要、避妊に協力しない

６ 恋人など親密な関係にある者に対する暴力により、相手をコントロールする（デートDV） 

問 35 あなたはＤＶの相談窓口があることを知っていますか？（ひとつ選択）

１ 知っている ２ 知らない

問 36 郡山駅前の違法客引き※についてどのような印象を持っていますか？（いくつでも選択可）

（※違法客引きはキャバクラや風俗店などの営業に係る客引きのことを指します。

居酒屋、カラオケ店の呼び込みは、違法客引きではありません。）

１ 怖い、威圧感を感じる ２ しつこい ３ 気にならない

４ 店に行くのに便利 ５ 駅前を利用していない ６ その他

問 37 違法客引きの対策として地域住民、防犯協会、警察、市等が協働して行っているパトロールにつ

いてどのように考えますか？（ひとつ選択）

１ 治安がよくなった ２ 治安の変化を感じない

３ 知らないし見たこともない ４ その他

問 38 今後、郡山駅前の体感治安を良くするためにはどのような方法が有効だと考えますか？（ひとつ

選択）

１ パトロールの継続 ２ 違法客引き禁止を示す看板等の設置

３
違法客引きを利用しないよう市民への周知

啓発
４ 取締りの強化

５ その他

問 39 あなたが、防犯カメラやドライブレコーダーを防犯対策として設置することに対してどのように

考えますか？（ひとつ選択）

１ 安全（犯罪防止）の為には必要 ２ 設置費用が高そう ３ プライバシーの侵害

４ 効果がないと思う ５ その他

防災に関することについておたずねします

問 40 あなたはこれまでに、市内で実施している、地域（地区）ごとの防災活動（防災訓練、防災講習

会等）に参加したことがありますか？（ひとつ選択）

１ ある ⇒ 問 42へ ２ ない ⇒ 問 41へ
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※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

問 41 問 40 で２と答えた方にお聞きします。

あなたが参加しない、またはできない理由は何ですか？（いくつでも選択可）（回答後、問 42 へ）

１
仕事等で日程の都合が

合わない
２ 内容が魅力的でない ３

防災に関して既に十分な知

識がある

４ 地域で実施していない ５
実施していること自体

知らない（情報がない）
６ 心身の不調のため

７
人付き合いが苦手（集団活

動が苦手）
８

防災そのものに関心が

ない
９ その他

問42 あなたが災害への備えに役立つこととして現在行っているもの（できているもの）はどれですか？

（いくつでも選択可）（回答後、問 43 へ）

１ 防災訓練、自主防災組織の活動参加 ２ 家族の連絡方法確認、話し合い

３ 避難場所、避難経路の把握 ４ 隣近所や地域住民との交流

５ 正確な情報の収集（防災メールへの登録など） ６ 建物の耐震化、建物や塀（へい）の補強

７ 家具などの固定・補強 ８ 非常持ち出し品の用意・食料の備蓄

９ 消火器の設置 10 住宅用火災警報器の設置

11 行っていない 12 その他

問 43 安全・安心なまちづくりについて、ご意見やご提言がありましたらご記入ください。（自由記載）

以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。

恐れ入りますが本紙を３つ折りにして、同封の返信用封筒で 2024（令和６）年８月 16 日（金）までに

ご投函ください。
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